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Ⅰ 一関市博物館の設置理念と活動方針

設置理念 

 一関市を中心とする岩手県南、宮城県北地方は、古代末期に日本刀の起源のひとつとされ

る舞草鍛冶が起こり、中世には中尊寺領骨寺村の開発や葛西氏400年の統治、近世には仙台藩

伊達氏やその支藩である一関藩田村氏による藩制の展開、また、儒学者・蘭学者を輩出した

大槻家の活躍、建部家を中心とした蘭医学や千葉家を中心とした和算の隆盛など、個性的な

文化をもっていた。 

 このような、地域の歴史の流れとその文化的特色、舞草刀を中心とした刀剣、地域にゆか

りのある先人たちの歩みと業績を主な対象として、歴史と文化をとりあげた人文系の博物館

を設置する。博物館は、市民が地域の歴史的・文化的個性に親しみながら、普遍的な価値観

や精神的な豊かさを追求する生涯学習の場とする。 

 その実現のために、以下の事項を達成すべき目標として掲げる。 

１．地域の歴史・文化の解明と継承に尽くす博物館 

  地域の歴史・文化にかかわる資料を収集し、それらを解明して、次代へ継承していくこ

とにより、人々の生きる力や地域文化の向上に役立ち、また、進取、創造性に富む人材の

育成に寄与することをめざす。 

２．研究成果を蓄積し情報発信・提供する博物館 

  学術調査・研究をすべての博物館活動の基礎と位置づけ、その成果を博物館の諸活動に

反映させ、広く情報を公表し提供していくことにより、常に成長・発展する情報提供能力

の高い博物館をめざす。 

３．すべての人々が交流・連携し利活用する博物館 

  世代を越えたすべての人々が、自主的・主体的に交流・連携し、楽しみながら学び課題

を解決し、そして、新たな価値を創出できるような、市民とともに歩む地域の知的創造活

動のセンターをめざす。 
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活動方針 

１．資料収集・整理・保存 

  「地域の歴史」「舞草刀と刀剣」「大槻玄沢と蘭学」「大槻文彦と言海」「一関と和算」「地

域の美術工芸」の６テーマにそった資料を収集し、整理して、確実に保存して次代へと継

承する。 

２．調査・研究 

  前項１で掲げた６テーマを中心とした調査・研究を、地域の人々や研究機関などとの連

携・協力のもとに推進・研鑽し蓄積していく。それらの成果は、資料収集に反映させ、展

示、交流・連携、研究報告書、図録、学界(会)発表、情報提供・サービスなどにより公表

していく。 

３．展示 

（１）常設展示 

  「一関のあゆみ」「舞草刀と刀剣」「玄沢と蘭学」「文彦と言海」「一関と和算」の５テー

マに関して、地域の歴史と文化の変遷と個性を研究し、多様な資料により系統的に展示

する。 

（２）企画展示 

   前項１で掲げた６テーマに基づき、調査・研究の成果の上に立って選定した各地の資

料を系統的に展示する。図録や関連出版物を刊行して、より広く成果を社会に還元する

とともに、情報を蓄積し将来の要求に備える。 

４．交流・連携 

  多様な講座・講演会・体験学習・見学会などを企画し、さらに、人々が世代を越えて自

主的・主体的に学び考えながら交流を深めることができる機会を提供する。また、所蔵資

料の貸出し、講演などの要望に対応していくとともに、友の会を設置するなど、あらゆる

場面において市民個人・機関との連携を推し進めていく。 

５．情報提供・サービス 

  博物館が収集・蓄積した学術情報を発信・提供するとともに、その方法の迅速化・利便

化をはかっていく。また、収蔵資料の利用についても積極的に対応していく。 

平成16年８月26日一関市教育委員会了承 

2 



3 

Ⅱ 事業実績と内部評価  

ⅰ 展示活動 

１ 常設展示

事 業 名 概要(主な内容) 
成果と課題 

(〇成果、☆課題) 

常設展示 ・常設展示の展示替えを行った。 

・戦後80年の節目にちなみ赤紙等 

戦災資料５点を展示した。 

７月26日（土）～８月31日（日） 

・骨寺村荘園900年記念特別展示を

行った。  

２月６日(金)～３月29日(日) 

〇通史展示室以外の展示室

のキャプションの見直し

を行った。 

長沼守敬に関する展示 【目的・概要】 

一関出身の洋風彫刻家である長沼

守敬を顕彰するため、エントランス

ホールにパネルを展示（通年）。 

〇長沼守敬およびその業績

を周知できている。 

展示解説アプリ「ポケ

ット学芸員」の活用 

解説 37点 

【目 的】 

展示物の解説をいつでもどこでも

受けることができる体制を整備し、

貴重な資料による学習の機会を確保

する。 

【概 要】 

スマートフォン等で利用できる無

料アプリ「ポケット学芸員」を活用

し、展示物の解説などを文字・画像・

音声で提供している。スマートフォ

ンを持っていない入館者にはタブレ

ット端末の貸し出しを行っている。 

〇解説14点について、多言語

対応とした。（英語・繁体

字・簡体字・タイ語） 

☆公衆無線ＬＡＮの使用可

能範囲が１階自販機周辺

に限られ、２階の展示室で

「ポケット学芸員」の表示

を見てからダウンロード

しようとすると不便を生

じさせる場合がある。 

☆コンテンツの追加 



4 

２ 特別展

特別展「千葉胤秀生誕250年記念 算額の世界」 

【趣   旨】 

算額は、日本古来の数学である和算を学んだ人々が、数学の問題を書き人々の集まる寺社に

奉納した絵馬の一種である。一関市内には、市町村単位では最多の67点の算額が現存しており、

一関藩の算術師範役・千葉胤秀やその門人らにより、和算が大変盛んであったことを端的に示

している。 

学力向上の祈願のためや師匠の慶事の記念としてなど、算額奉納の目的はさまざまだった

が、寺社に掲額されることで研究発表としての一面もあった。数学の実力を世間に知らしめる

こととなり、解法競争も行われるなど、算額は、我が国で和算が発展する原動力の一つとなっ

た。 

本展では千葉胤秀の生誕250年を記念して、現存する各地の算額を紹介するとともに、数学

模型など和算に関連した資料を交えて、江戸時代の人々を魅了した算額の世界を俯瞰する。 

 【開催期間】 令和７年９月13日（土）～11月16日（日） 

 【開催日数】 56日間 

 【入館者数】 2,737人（48.9人／日） 

【展示概要】 

  展示構成 

Ⅰ 算額を奉納した和算家たち 

Ⅱ 算額の数々 

Ⅲ 記録された算額 

Ⅳ 算術の道具 

   Ⅴ 算額を受け継ぐ 

【関連行事】 

 講演会 

 「奇跡の邂逅（かいこう）から生まれた小説 

～千葉胤秀が江戸の数学道場に入るきっかけとなった山口和との出会い 

講 師 : 鳴海 風氏（作家） 

日 時 : 10月５日(日) 13：00～16：30 

参加者 : 39人 

 シンポジウム「和算と数学の世界」 

   内容及び講師 

記念講演「文化史から見た和算」  上野健爾氏（京都大学名誉教授） 

報告① 「関孝和と関流の和算」  佐藤賢一氏(電気通信大学教授) 
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報告② 「関流和算の集大成『算法新書』」 

 菅原 通氏(岩手県和算研究会会長) 

       ディスカッション 

参加者：61名 

日 時 : 10月12日(日)  13：00～16：30 

 演奏会「歯車music音楽と数学の不思議な関係」 

    日 時 : 11月15日（土） 13：30～15：00 

演奏者 : 岡 淳氏（音楽家） 

参加者 : 67人 

 算額見学会 

   日 時 : 10月13日(月・祝) 9:00～16:00 博物館集合・解散 

      参加者 : 16名 

 展示解説会 

日 時 : ９月21日（日） 13：30～14：10   9人 

      10月５日（日） 15：10～16：00  21人 

     11月２日（日） 13：30～14：10  15人 

   11月16日（日） 13：30～14：10  12人   合計 57人 

解 説 ： 当館学芸員 

 館長講座「藩の学校・養賢堂と教成館」 

講 師 : 菊池勇夫(当館館長) 

    日 時 : ９月28日(日) 13：30～15：00 

参加者 : 21人 

【成    果】 

 算額の実物14点(市内５点、市外９点)、復元5点、写真13点を展示した。展示面積の制約が

あり限られた数ではあったが、バラエティを出せた。中でも県内で１番目、２番目に古い算額、

市内最古の算額も展示することで算額の変遷を紹介できた。また、室根の弥栄神社の算額は岩

手県立博物館に収蔵され、なかなか公開機会がないものだが初公開できた。 

 算額は、奉納者等の情報とともに、一部の問題についてその解法を簡単にパネルで解説し、

さらに図録で詳しく解説した。また算額以外の資料も展示し、文化史と数学史の両面から紹介

することができた。 

 難解なイメージをもたれる内容であったが、みどころを伝える和算博士のコメントが好評で、

アンケートでも、数学や和算に詳しくなくても理解の助けとなったとあった。 

 これまで岩手県和算研究会とともに行ってきた活動の成果を公表することができた。展示に

向けて交渉する中で、一関は和算の本場だからなどの言葉をかけられることが多く、これまで
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の当館の活動が認知されていることを感じた。 

 和算の研究者や算額のアーカイブスを作っている研究者から、情報や画像の提供や広報等、

協力を得ることができた。 

 千葉胤秀の生誕の地であり旧宅のある花泉でも、図書館、先人顕彰会、老松市民センターで

展覧会の見学や広報の協力や、関連する独自の取り組みがあった。 

 算額を所蔵する神社の中には当初貸出に難色を示す所があったが、交渉の結果、希望する算

額を借用することができた。また、各神社の関係者にも喜んでもらえた。 

 千葉胤秀も登場する小説の作家の講演会、和算研究をリードする研究者によるシンポジウム

を開催したことで、展示内容及び和算文化への理解が深まった。 

 算額見学会の参加者からは、実際に奉納されている場所を見ることは貴重な体験であったと

好評であった。 

 数学と音楽の関係を盛り込んだ演奏会では、普段当館を利用しないような客層を集客した。 

 入館者の約1.3％のアンケート結果であるが、満足、まあ満足と回答した人が９割を超えて

いた。 

【課  題】 

 入館者数が、目標が5,500人に対し、半分ほどで低調であった。また、講演会、シンポジウ

ムの参加者も少なめであった。実際は「数学」「和算」に特別な知識がなくても楽しめるもの

であったが、「数学」「和算」とあるだけで興味の対象外とする人もいたと思われるので、その

壁を突破する工夫が必要であった。 

 図録に掲載した数式の活字化について印刷会社でもノウハウが不足しており、表現、統一に

時間を要し、全体の構成にも影響した。早期の着手が必要であった。 

 資料保全のため照度を落としていたため、暗いという指摘があった。 

 文字が小さいパネルがあった。また人名にはルビをつけたが、資料名は読みが定まっていな

いものが多くルビを付けていなかったため、不便を感じさせてしまった。 

 数年前には存在を確認していた資料が、所蔵不明となっているものがあった。なんらかの対

策が必要と感じた。 

 展示台を急いで作成したため、接着剤の有機ガスが展示ケース内に放出される事態となった。

作成から使用までに枯らしの期間が必要であった。終了後に、展示ケースと新規作成した展示

台に送風し有機ガスを排出した。 

 市内の神社や個人所蔵の資料について、東北歴史博物館に依頼して燻蒸を実施したが、東北

歴史博物館では、現在使用している燻蒸用ガスの生産中止に伴い、自館で燻蒸できなくなった

とのことで、今後燻蒸を受け入れてもらえる施設がない。 

 算額見学会の参加者からは、千葉胤秀旧宅について存続を懸念する声が多くあがっていた。 
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３ 企画展 

企画展１「暮らしのなかの道具」 

【趣  旨】 

一関周辺で使われたむかしの道具について紹介する。 

【開催期間】 令和7年１月25日(土)～５月18日(日)※令和６年度からの継続開催 

【開催日数】 98日間（うち令和７年度分は42日間） 

【入館者数】 3,315人（33.8人／日）（うち令和７年度分は1,687人、40.2人/日） 

【展示概要】 

・導入（昭和のレコード、ホーロー看板、デパート広告） 

・昭和の生活道具（炊事、洗濯、ラジオ、テレビ、バリカン、カメラなど）自由導線 

・ある日の六畳間（ちゃぶ台、茶箪笥、白黒テレビなどを配置し、六畳間を再現） 

   展示資料数 約161点 

【関連行事】 

 展示解説会 

日時および参加者（令和７年度分） 

４月29日（火・祝） 13：30～14：10   ９人 

５月４日（日・祝） 13：30～14：10   ８人 

５月５日（月・祝） 13：30～14：10   11人 

５月11日（日)    15：10～15：50   １人  

５月17日（土）   13：30～14：10   ５人 

５月18日（日）   13：30～14：10   12人   計 46人 

解 説：当館学芸員 

 館長講座「餅の文化史」

   講師：菊池勇夫（当館館長）  

日時：５月11日（日） 13：30～15：00 

参加者：11人 

【成    果】 

 展示利用しにくい大きなレコードコンポなどを展示できた。 

 販売している昔の暮らしの道具のパンフレットをもとに展示を構成することで、相互に理 

解を助けることとなった。 

 ちゃぶ台や白黒テレビを配置した六畳間を再現展示し、来館者の郷愁を誘うほか、かつて 

それらの道具を使用した経験のある来館者が、同伴者と昔の暮らしのついて語らうきっかけ 

となった。 

 来館者（例えば親子連れ）同士のコミュニケーションや思い出話が図られるように、資料
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個別の説明を極力少なくし、主要な道具の説明を天井から掛け軸状に吊るした。掛け軸状に 

吊るした解説により、展示室を立体的に構成することができた。 

 展覧会終了後、常設展示していた昔の道具コーナーの展示物を見直し、特に小学校第３学

年社会科「道具とくらしのうつりかわり」において、教科書に掲載されることの多い、二層

式洗濯機、手回し洗濯機、白黒テレビ、木製冷蔵庫などに組み替えた。 

 会期が小学校の３学期にかかることで、小学校の学習利用に柔軟な対応をすることがで

きた。これまでの昔の道具コーナーは、今の小学生からすると古すぎる道具（ひいおじいさ

ん・おばあさん世代のもの、藁を材料としているもの）が中心であったので、テレビやレコ

ードプレーヤー、ダイヤル式電話機など、おじいさん・おばあさんの時代の道具を中心に展

示資料を選定した。 

【課  題】 

 展示解説を簡略化したことで、資料個別の年代を表記することができなかった。アンケー

トに年代を記してほしいという回答があったので、大まかな年代（昭和 30 年代、平成初期

など）を示すことができれば、なお充実した内容になったと考える。 

 年代をまたいだ展覧会であり会期が長かったが、資料に入れ替えは２か所のみであった。

そのため、会場全体の雰囲気を変えるには至らなかった。入れ替えた資料が何であるか分か

りやすくしたり、入れ替え展示資料を増やしたりする等、長期の展覧会にかかる工夫が不足

していたと考える。 

企画展２「Ｏこけし店主Ｙ氏の愛した昭和のこけしコレクション」

【趣   旨】 

令和６年度に横地儀房氏から寄贈を受けたこけし約400点を初公開する。それらのほとんど

は、昭和時代に東北地方で作られた「伝統こけし」である。 

また、一関市で昭和36年から49年まで開催された「東北地方こけしコンクール」について

も取り上げる。このコンクールのねらいは、みちのくの風土に生まれたこけしを市民へ紹介

するとともに、観光・産業の振興に寄与することであった。出品されたこけしの審査に加

え、即売もされたため、大いににぎわった。 

土産物であり、今では美術的価値の高い工芸品として、また、地域の歴史や文化、産業や

観光の振興に関わる品としての側面も有し、往時は子どもの玩具であった「こけし」を多数

展観することにより、古くから人々の心を捉えてきたこけしの魅力に改めて触れていただく

機会とする。 

【開催期間】 ６月21日（土）～８月17（日） 

【開催日数】 50日間 

【入館者数】 2,697人（53.9人／日） 
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【展示概要】 

   展示構成（自由動線） 

   ・こけしについての基礎知識 

   ・東北地方の伝統こけし12系統 

   ・こけし（活動した県で工人を分類） 

   ・いずめ・えじこ 

   ・一関ゆかりのこけし工人 

   ・「東北こけしコンクール」新聞記事 

   ・「東北こけしコンクール」記録映像および関連資料 

【関連行事】 

 講演と対談 楽しみのこけし 

      講 師：青野由美子氏（カメイ美術館学芸員） 

      日 時：６月22日（日） 13：30～15：00  

参加者：20名 

 館長講座 「旅人のみた一関・山目 －他者の観察眼－」  

   講 師：菊池勇夫(当館館長)  

日 時：７月20日（日） 13：30～15：00 

      参加者：26人 

 博物館でアートを楽しむ「こけし絵」をかいてみよう 

      講 師：いわい美術振興協会 

      日 時：８月２日（土） 午前の部９：00～12：00 

                  午後の部13：00～16：00 

   参加者：17名（小学４年生以上） 

 展示解説会   

日 時：７月６日（日） 13：30～14：10  21人 

    ８月３日（日） 13：30～14：10  21人  合計 42人  

【成    果】 

 昨年度寄贈を受けたこけしのコレクションを紹介した。資料数が多数であったが、本展で

全資料を展示し、迅速な公開ができた。これは、当館における資料収集、調査、展示それぞ

れの活動が充実し連関している証左であると言え、それを示すことができた。 

 地震によるこけしの転倒防止対策を試行錯誤の上編み出し、展示手法の獲得に至った。 

 一関市で開催された「東北こけしコンクール」にまつわる情報が、図らずも展示準備過程 

で複数もたらされた。それらを活用し、展示したこけしコレクションと地域との関わりを新 

たな視点から捉え、紹介することが出来た。 
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 講演会講師からの指摘により、展示したコレクションの特色（質、保存状態ともに良好）

が確認された。 

 会場に掲示した東京地方の伝統こけし12系統のパネルが分かりやすく、イラストも入っ

て親近感が持てると好評であった。 

【課  題】 

来場者による撮影のあり方について、課題が浮かび上がった。本展では著作権の観点により

撮影を不可としたことから、アンケートでは不満の声も寄せられた。来場者にとっては撮影で

きる喜びが得られるであろうし、館としてもＰＲにつながる等のメリットがあるが、著作権上

問題が無いとしても会場内での撮影を可とすることは、撮影者が他の来館者の動線を妨げた

り、シャッター音を響かせて鑑賞を妨げるなどデメリットもあるため、何でも何時でも撮影を

可とすれば良いとも言えない。来場者の満足を考慮しながらも、展覧会の性格や展示資料・作

品の展示方法等に即してその都度検討する必要性を再確認させられた。 

著作権の関係で、出品作品の画像使用は１点にとどめざるを得なかった。 

企画展３「村の学びと楽しみ －本寺肝入の蔵書から－」

【趣   旨】 

   村の肝入の家では、教養書から実用書まで、さまざまな種類の本を集めて、生活に生かして

おり、それらの蔵書は村の内外に貸し出され知識の広がりに影響を与えた。 

一関市厳美町本寺の肝入を務めた佐藤家にも和算・医学・謡本・漢籍などの多様な書籍が残

されていた。これらの書籍からは、佐藤家が村政を担うだけの教養を身につけた存在であるこ

とがわかる。 

当館所蔵の佐藤家文書は、平成17年（2005）に「前要害屋敷佐藤家文書目録一覧表」として

公開され、平成21年（2009）に「陸奥国磐井郡五串村本寺佐藤家文書詳細目録」として項目ご

とに整理し公開されている。 

本企画展示では、調査成果を公表するとともに、肝入の家に伝えられた書籍類から、村の文

化と教養について紹介する。 

【開催期間】 １月24日（土） ３月22日（日） 

【開催日数】 50日間 

【入館者数】 1,234人（24.7人/日） 

【展示構成】 

   Ⅰ 五串村端郷と肝入 

   Ⅱ 村の学び（手習い、漢籍、和算、医学、天気） 

   Ⅲ 村の楽しみ（料理、小笠原流礼法、お出かけ、謡本、生け花、その他） 

   Ⅳ 蔵書をめぐる村の交流 
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【関連行事】 

 講演会 「近世・近代本寺の書籍と文化」  

  講 師：竹原万雄氏（尚絅学院大学准教授）  

日 時：２月22日（日） 13：30～15：00  

参加者：19名 

 館長講座 「地域社会の文化力」  

  講 師：菊池勇夫(当館館長)  

日 時：３月15日（日） 13：30～15：00  

参加者：23人 

 展示解説会  

日 時：２月１日（日）  13：30～14：10  ２人 

       ２月22日（日） 15：10～16：00  11人 

   ３月15日（日） 15：10～16：00  ５人  合計18人 

【成    果】 

 中世前期（平安期～南北朝期）に注目が偏りがちな本寺地区について、竹原氏の研究成果

を下敷きに近世・近代の骨寺村村落調査研究の成果を公表できた。 

 クイズ、地図が好評だった。 

【課  題】 

 入館者数は目標人数（2,000名）の61.7％で達成できなかった。 

 来館者は周辺地域の住民やリピーターが目立ち、一関市民以外の来館者が少なかった。 
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ⅱ 教育普及（交流連携）活動

１ 講座 

事 業 名 

期日・回数等・参加人数 
目的と概要(主な内容) 

成果と課題 

(〇成果、☆課題) 

館長講座（再掲）

４回・81人    

「餅の文化史」 

５月11日(日)・11人 

「旅人のみた一関・山目 

 －他者の観察眼－」 

７月20日(日)・26人   

「藩の学校・養賢堂と教成館」 

  ９月28日(日)・21人 

「地域社会の文化力」 

３月15日(日)・23人 

【目的】 

当地域に関わる館長の研

究の一端をわかりやすく紹

介する。 

【概要】 

左欄のとおり 

〇特別展や企画展に関連し

た講演会を館長が行うこ

とで、各展覧会への興味

を喚起できた。 

講座「超初心者のための絵の見

方」当館学芸員 

 ２回・22人 

 日本画編 

 ７月19日(日)・15人 

 版画編 

 ８月16日(日)・７人 

【目的】

美術に関心はあっても

「知識がないから楽しめ

ないような気がする」「美

術館や博物館に行きたい

が気後れする」という鑑賞

初心者に、作品鑑賞の楽し

さを伝える。 

【概要】 

 学芸員と一緒に館蔵作品

を見て楽しむ。 

〇館蔵作品を間近に見ても

らいながら解説を行うス

タイルを採ったことで、

美術についての関心が高

まった様子であった。 

〇参加者からは来年度も開

催して欲しいとの要望が

あった。 

古文書初心者講座  

３回・42人 

【目的】

古文書に親しみ、その意義

を知る。

【概要】

はじめて古文書を学ぶ人

を対象に江戸時代の古文書

を教材としてくずし字や古 

〇様々な古文書を利用し

て、基礎的な知識の習得

に寄与した。 

☆初心者だけでなく、ある

程度の知識を持った人も

おり、知識や理解度に差

があるため、進め方が難 
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 文書の基礎知識を学ぶ連

続講座。 

しい。 

古文書講座 

３回・38人 

【目的】

古文書に親しみ、その意義

を知る。 

【概要】

当館所蔵の江戸時代の古

文書を解読して、地域の歴

史を読み取る連続講座。 

〇開催中の特別展に関する

もの、仙台藩の農政や郷

土芸能に関するものな

ど、古文書を通して様々

な角度から当地方の歴史

の一端を理解し、古文書

の意義を知る一助となっ

た。 

☆興味を持った参加者が継

続して学習できる場が必

要。 

和算講座入門編  

３回・38人 

「生誕250年千葉胤秀」当館学芸

員 

７月26日(土)・13人  

「和算書のベストセラー『塵劫

記』と岩手」菅原通氏 

８月９日(土)・12人  

 「和算書の読み方」千葉秀昭氏 

８月23日(土)・13人  

【目的】

 和算の歴史と文化的な側

面をさまざまな切り口から

知っていただく。 

【概要】

岩手県和算研究会との共

催で実施し、２回の講師は研

究会会員。内容は左記のとお

り。

〇和算を文化史の面から紹

介する機会となった。 

☆参加者を増やすため、幅

広い広報が必要。 

和算講座研究編  

６回・56人 

【目的】

江戸時代の数学を学び、

和算家の思考を知る。 

【概要】

一関の和算家千葉胤秀の

書『算法新書』等を使用して

問題を解く。岩手県和算研究

会との共催で実施し、講師は

研究会会員。

〇千葉胤秀の編著を通して

和算の考え方について意

見を交わしながら深く研

究することができた。 

☆他県からの参加者もお

り、参加が広域になって

いる一方で市内からの参

加者が少ない。 

☆成果をまとめることが希

望されている。 
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紙の文化史 入門編  

 ２回・７人 

 「紙とは何か」

 ６月29日(日)・３人 

 「和紙と洋紙」

 ７月13日（日）・４人 

【目的】

和紙や洋紙など身のまわ

りにある紙について、科学的

な特徴や歴史を解説する連

続講座。

【概要】 

紙の発明から日本への製紙

技術の伝播を概説した。和

紙と洋紙の違いを、マイク

ロスコープを使って繊維観

察を行い、各紙の違いを講

義した。また、市の特産品で

もある東山和紙について、

いわれについて紹介した。 

○聴講者から、紙につい

て、材料学的な内容を学

ぶ機会が無かったので、

学べるよい機会になった

との感想を得た。 

○東山町の地域おこし協力

隊員の参加があり、東山

和紙の振興について今後

取り組んでいきたいの

で、知識を増やす良い機

会であったとのことであ

った。 

☆東山和紙を産するほか、

製紙工場を有している当

市にもかかわらず、聴講

者数が伸びなかったこと

から、市民の紙に対する

関心はあまり高くないの

ではないかと感じた。た

だし、講座のタイトルや

テーマ設定によっては、

関心を集めることができ

るかもしれないと考え

る。 

重要文化財「大槻家関係資料」研究

報告会  

「言葉と辞書」 

11月３日(日・文化の日) ・26人

【目的】 

重要文化財「大槻家関係

資料」に関する多様な研究

成果を公表する。 

【概要】 

①講演「蘭学から日本語学

へ、継承と変革 大槻家と

日本辞書『言海』」田鍋桂子

氏(明海大学准教授) 

〇国語辞書『言海』の編者と

して知られる大槻文彦のみ

ならず、学問の家大槻家と

言葉との関わりを紹介でき

た。 

☆遠方からの参加者も見込

めるため、広報媒体に工夫

が必要。 
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②報告１「辞書作りの日常

－文彦おじいちゃんの場

合－」当館職員 

③報告２「翻訳語と大槻玄

沢」当館職員

２ 体験学習 

事 業 名 

期日・回数等・参加人数 
目的と概要(主な内容) 成果と課題(〇成果、☆課題) 

はくぶつかんこどもくらぶ 

 ６回・102人 

 こどもくらぶスペシャル

 ５月４日(日)、５日(月)

（２回）・87人 

江戸時代のうつし絵をつ

くろう 

 ８月10日(日)(４回)・15人

【目的】 

当館の展示テーマに関連した体

験を通して、歴史や当館の展示に

親しんでもらう。 

【概要】 

左記のとおり

〇親子で博物館に親しむ機会と

なった。 

☆興味を持ってもらえるような

広報が必要。

博物館でアートを楽しむ 

「こけし絵」をかいてみよ

う（再掲） 

 ８月２日(土)(２回)・17

人 

【目的】

市民に対し多様な美術体験の機

会を提供し博物館に親しんでもら

う。市内の美術団体との交流を図

り、協力関係を築く。 

【概要】

いわい美術振興協会会員を講

師として迎え、美術を楽しむ活動

を展開。 

いわい美術振興協会との共催。 

〇制作を通じて当館および展示

内容に関心を持ってもらうこ

とができた。市内の美術団体

との交流を通じて、協力関係

を築けている。 

☆講師の高齢化。 

第24回和算に挑戦 

12月１日(月)～１月20日

(火)・応募者495人 

解答数699件 

【目的】 

和算の問題を解くことで和算に

ついて理解を深める。 

【概要】

岩手県和算研究会の協力を得

て、和算の問題を現代風に直し、

〇多くの人に、和算を知っても

らう機会を提供でき、来館に

も結びついている。この事業

そのものが全国にも注目さ

れ、和算、一関の知名度アップ

につながっている。 
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３ その他の教育普及（交流連携）活動 

 初級(小学生以上)、中級(中学生

以上)、上級(高校生以上)の３題

を出題。チラシやホームページ等

で周知し、解答を募集。解答は郵

送で提出していただき、共催・協

力団体による審査の上、館長賞、

岩手県和算研究会会長賞、優秀

賞、和算博士賞を選定した。 

表彰式を開催し、参加者には

「解答集」を配付した。応募状況

や解答例はホームページで公開

するほか、関連資料を「一関と和

算」の展示室で紹介した。今回は

第24回。 

共催:岩手県和算研究会/協力:一

関地方教育研究会中学校数学部

会、同小学校算数部会/後援:和算

研究所、岩手県高等学校教育研究

会数学部会 

〇解答集は希望者に電子データ

で配布し好評であった。ただ

し、従来どおり冊子を希望す

る人の方が多い。 

☆参加者が減少傾向である。 

事 業 名 

期日・回数等・参加人数 目的と概要(主な内容) 成果と課題(〇成果、☆課題) 

古文書ボランティア   

 12回 延べ36人 

【目的】

膨大にある未整理の古文書の

整理を進める。 

【概要】

一関市古文書に親しむ会会員

であった有志に下油田村小野寺

家文書の整理作業を行っていた

だいた。 

〇着実に古文書整理を進めていた

だいている。 

☆一関古文書に親しむ会は、高齢化

等により解散しており、新たな方

法での参加者の確保が必要。 
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ⅲ 資料収集・保存・貸与・管理等 

来館対応・講師派遣等 【目的】

各種団体等の生涯学習活動に

貢献する。 

【概要】

詳細別紙 

(資料：来館対応・講師派遣等) 

〇生涯学習の要求に応えることが

できた。学芸員と地域とのつな

がりができ、他の事業にもよい

影響をもたらした。 

☆学芸員の日程調整により希望に

添えない場合がある。 

事 業 名 

期日・回数等・参加人数 
概要(主な内容) 成果と課題(〇成果、☆課題) 

資料の受け入れ 寄贈 ９件   79点 

寄託 １件  １点 

購入  ６点 

(『瓊浦筆語・附磐渓小稿』『丁

卯紀事』『瓦版嘉永三年二月

五日辰ノ中刻ヨリ江戸出火

場所細見』「福井良之助孔版

画集第１集」「『花菖蒲図譜』

全４巻」「『桜花図譜一」) 

〇収集方針に則った収集が図られてい

る。 

〇当館の活動が周知されてきたことも

あり、収集方針に適合した資料寄贈

の申し出が多い。 

☆収蔵スペースの確保。 

☆一括して寄贈された資料の整理を迅

速に進めることが必要。 

☆収集対象資料が突然市場に出た際の

対応に苦慮する場面がある。 

資料の修復   刀剣修復      ３点 

絵画等の修復    16点 

（日本画下図15点、油彩画１

点） 

古文書修復     ３点 

 合計       20点 

〇修復により、良好な状態での保存お

よび展示が可能となった。 

資料の貸出 他館への貸出等 

・岩手県立博物館 貞享暦

ほか４点 

・仙台市博物館 田村家系図

ほか11点 

・東北歴史博物館・東北放送

〇他館の活動に協力した。また、当館

とは別の切り口で所蔵資料を広く知

らせることができた。 
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㈱ 動物形土製品（コノハズ

ク） 

・奥州市立高野長英記念館

民間備荒録ほか２点 

・えさし郷土文化館 北海道

白老郡支配被仰付御沙汰書 

・芦東山記念館 奉参詣諸

国神社仏閣三ほか７点 

保存環境 公共施設等総合管理計画に

基づき施設改修等を行い、資料

の保存環境の維持改善を図っ

た。 

・展示室照明設備改修工事 

 通史展示室と企画展示室の

ウォールケース内のLED照明化

を行った。 

・空調設備改修工事 

 給水ポンプや冷温水発生器

等の空調設備の交換等を行っ

た。 

・非常放送設備改修工事 

 老朽化していた非常放送設

備を改修した。 

☆経年による老朽化により、温湿度調

整が困難になりつつある。 

☆施設改修等について計画的に実施し

ているが、突発的に修繕が必要にな

る場合があり、優先度の選定に苦慮

している。 

環境調査

展示・収蔵施設等の保存空間

環境測定 

９月12日～９月30日 

１月６日～１月20日 

加害生物(昆虫)生息調査・浮

遊菌調査・空調風速調査・温度

湿度調査・粉塵調査・有機酸お

よびアンモニア濃度調査 

〇館内の環境を確認した。 

ヒメマルカツオブシムシの幼虫

が荷捌室と機械室で、ヤマトゴキブ

リが企画展示室でそれぞれ捕獲さ

れた。 

チャタテムシが僅かながら展示

ケース内、荷解場等捕獲された。 

☆清掃、温湿度管理、酢酸・アンモニ

アの除去、環境調査を継続すること

が必要。 

☆新たに造作した木製演示具の接着剤
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ⅳ 調査研究活動 

由来の酢酸によると思われる濃度上

昇が確認された。対象の演示具は送

風機により風乾し、その後の環境測

定においては規定値以下となった。 

施設燻蒸等 

12月11日～12月17日 

第１収蔵庫、第２収蔵庫、

収蔵庫前室 

 館内において、燻蒸、およ

び塵埃等の除去と除菌を実施

し資料の安全な保存に資す

る。 

〇第１・第２収蔵庫及び収蔵庫前室の

燻蒸を実施し、加害虫および菌の死

滅を確認した。 

〇収蔵庫のクリーニングを実施した。 

☆収蔵庫内が狭隘となり、クリーニン

グ作業の導線確保が難しくなってい

る。 

収蔵品管理システムの運用  収蔵品のデータベース化を

促進し、運用を図る。 

〇博物館ホームページの館蔵品検索

で、収蔵品の一部を公開している。 

○展示室の主要な解説文と資料につい

て、多言語化〔英語、中国語（簡体・

繁体）、タイ語〕を行った。 

○多言語化に伴い、データベース入力

システムも多言語入力に対応できる

ようフォーマットを修正した。 

☆職員の繁忙のため、入力作業に時間

がさけていない。 

事 業 名 

期日・回数等・参加人数 
概要（主な内容） 

成果と課題 

（〇成果、☆課題） 

調査研究 「地域の歴史研究」「舞草

刀・奥州刀の研究」「大槻玄

沢と蘭学の研究」「大槻文彦

と言海の研究」「一関と和算

の研究」「地域の美術工芸の

研究」「博物館研究」等 

〇研究成果を研究報告や展覧会、交流

連携活動に反映させた。 

☆研究時間の確保。 
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一関市博物館研究報告（第29

号）の発行 

令和８年３月発行・500部 

「『応思穀恩編』にみる仙台

藩・一関藩 －江戸の天保飢

饉情報－」ほか計６本の論考

を収録、関係機関に配付 

〇研究成果をまとめて公表できた。 

☆継続および充実が必要。 

骨寺村荘園遺跡村落調査研

究  

研究報告会 １回 

 ２月15日(日)・65人 

調査研究報告会の開催 

【内容】 

①「まつり田」のなかの「こ

まか田」 誉田慶信氏 

②中尊寺所領としての骨寺

村－他事例との比較から－

岡陽一郎氏 

③天明飢饉の影響について

－乏しい資料－ 当館館長 

④村役人層と和算 当館学

芸員 

〇２月に調査研究報告会を開催、参加者

65人。 

☆新規の資料がなく研究は停滞気味。

７．８年度は、報告書は発行せず９年

度に発行予定。 

☆新たな研究協力者の獲得が課題。 

古文書等資料調査 

 古文書資料

古文書の整理・目録のデータ

ベース化 

・大町佐藤家文書 

・千厩町千葉家文書 

・花泉小野寺家文書 

・藤沢及川家文書 

〇整理・目録作成が進展した。 

 また、調査内容が展覧会等の充実に結

び付いている。 

☆一関古文書に親しむ会(令和６年解

散)元会員によるボランティア、千厩

古文書に親しむ会の活動の一環とし

て実施しているため、量をこなすこと

ができない。整理が必要な文書は数多

く、また所有者も高齢化していること

から、推進力を高めるために新たな方

策が必要となっている。 

 美術資料 美術作品および資料ならび

に作家とその周辺に関する

調査 

・福井良之助関連調査 

・佐藤紫煙資料調査 

美術作品および資料ならび

に作家とその周辺に関する

調査 

○作品・関連資料の整理、情報の蓄積が

進んでいる。 

☆調査依頼を受けながらも、人員不足お

よび調査時間の確保ができずに、手つか

ずになっている案件がある。 
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ⅴ 大槻家資料保存活用事業

令和５年６月27日付で重要文化財に指定された大槻家関係資料について、修復、研究、公開

を計画的に実施するもの。 

    令和７年度は、修復計画の作成により文化庁の補助金を受け２点を修復した。 

   また、研究報告会を開催し、講演会と当館職員による研究報告を行った。 

 ・福井良之助関連調査 

・佐藤紫煙資料調査 

・その他地域の近現代美術

家に係る文献調査および

情報収集 

国文学研究資料館共同研究 「一関藩田村家を中心とし

た近世前期公武文化圏に

関する地域連携的研究」

をテーマとした共同研究

（令和６～８年度） 

〇和歌文学を専門とする研究者によ

り、館蔵資料の研究が進んでいる。 

〇研究成果を反映させて、８年度の特

別展を実施することとなった。 

事 業 名 概要（主な内容） 成果と課題（〇成果、☆課題） 

資料の修復 「塵積成山 第二冊 丁酉集

貫之号」「松平斉民扁額（鴻

漸斎）」 

 ２点を文化庁の補助金を

受け修復。 

〇修復により、良好な状態での保存およ

び展示が可能となった。 

重要文化財「大槻家関係資

料」研究報告会（再掲） 

「言葉と辞書」 

 11月３日(日・文化の日)・

26人 

重要文化財「大槻家関係資

料」に関する研究成果を公

表した。 

①講演「蘭学から日本語学

へ、継承と変革 大槻家

と日本辞書『言海』」田鍋

桂子氏(明海大学准教授) 

②報告１「辞書作りの日常 

－文彦おじいちゃんの 

〇国語辞書『言海』の編者として知ら

れる大槻文彦のみならず、学問の家

大槻家と言葉との関わりを紹介でき

た。 

☆遠方からの参加者も見込めるため、

広報媒体に工夫が必要。 
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ⅵ 広報活動

場合－」当館職員 

②報告２「翻訳語と大槻玄

沢」当館職員

事 業 名 概要（主な内容） 成果と課題（〇成果、☆課題） 

博物館年間行事予定表の配付 市内全戸配布（広報掲載） 

年間行事案内作成（館内作

成・印刷） 

○市民に広く年間行事情報を提供した。

○来館者に年間行事情報を提供した。 

☆広報掲載は１頁の割当のため展覧会

の関連行事は掲載できず、周知が遅れ

た。 

☆配布時期を早める方法の検討。 

博物館ホームページの運営 事業紹介、休館のお知らせ 〇行事案内をはじめ博物館情報をすみ

やかに提供した。 

☆更に効果的な情報発信方法の検討。 

博物館情報の提供 ・各種ポータルサイトへの

情報提供 

・博物館だより（月1回市広

報活用） 

・市ホームページ、 

Facebook

・新聞、ＦＭあすもの活用 

・各種情報誌への掲載 

・一関図書館や花泉図書館

において展覧会のＰＲ動

画を上映 

・イオンスーパーセンター

でのデジタルサイネージ

を利用しての情報発信 

〇適宜、博物館情報の提供に努めた。 

☆更に効果的な提供方法とタイミング

の検討。 
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ⅶ その他 

・ 機械室送風機更新工事 

・ 不活化ガス消火設備用蓄電池交換 ほか 

・  こいこい博物館 

まちづくり推進課の「元気な地域づくり事業」を利用し、小学生の親子を対象に、「清庵の

里」から食べられる野草について学び、厳美地区の老人クラブ「長生会」と池清掃を行いなが

ら鯉の観察を行った。   

・ 職場体験学習 

厳美中学校２年生２名の受け入れを行った。 

・岩手県政150周年記念パネル展   令和７年６月25日（水）～7月23日（水） 

  主催 岩手県(岩手県政150周年記念事業実行委員会) 



24 

Ⅲ 資料   

１ 入館者統計 
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２ 講師派遣等状況  

 来館対応 

 ① 展示解説等（学校関係） 

No. 月 日 学  校  名 人数 

１ 6 15 不来方高校 ２年生 15

２ 6 18 一関小学校 ３年生 105

３ 7 2 セントラルハイランズ市 高校生 13

４ 7 17 中里小学校 ６年生 34

５ 8 27 山目小学校 ６年生 77

６ 9 12 滝沢小学校 ６年生 21

７ 11 19 尚絅学院大学 15

８ 1 23 舞川小学校 ３年生 15

９ 2 12 萩荘小学校 ３年生 54

10 2 17 山目小学校 ３年生 69

合計 418

 ② 展示解説等（各種団体） 

No. 月 日 事  業  名 人数 

１ 4 4 一関市新採用職員研修 44

２ 4 18 狐禅寺探検隊（狐禅寺市民センター） 15

３ 4 30 一関市教育委員会新採用職員研修 23

４ 5 9 萩荘ふるさと大学（萩荘市民センター） 29

５ 5 15 厳美人生大学（厳美市民センター） 18

６ 6 10 北上市相去地区交流センター 31

７ 6 20 花巻市高齢者学級まなび学園 16

８ 6 25 花巻市高齢者学級まなび学園 20

９ 6 27 仙台市八幡地区社会福祉協議会福祉員研修 22

10 6 29 室根市民センター 20

11 7 3 萩荘ふるさと大学（萩荘市民センター） 21
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No. 月 日 事  業  名 人数 

12 7 24 厳美人生大学（厳美市民センター） 12

13 7 25 博物館協議会委員 12

14 8 8 厳美第３区元気いきいき教室 14

15 8 24 一関をまるごと応援し隊 14

16 9 9 千厩里山塾（千厩市民センター） 17

17 9 12 台湾関係・地方創生特派員学習ツアー 22

18 9 19 千厩高校教員レクレーション 18

19 9 19  全国公立文化施設協会東北支部業務管理研究会 30

20 10 2 一関市保健推進委員一関支部 47

21 10 7 千厩新町長生会 14

22 10 15 萩荘ふるさと大学（萩荘市民センター） 18

23 10 21 花泉町先人顕彰会 20

24 10 23 厳美人生大学（厳美市民センター） 9

25 11 5 岩沼市区長会様 44

26 11 6 前沢地区連合振興会 17

27 11 16 三春町狐田稲荷神社 13

28 1 29 厳美人生大学（厳美市民センター） 3

29 2 13 萩荘ふるさと大学（萩荘市民センター） 23

30 3 11 朝陽科技大学 5

31 3 26 一関おもしろ館体験バスツアー 28

合計 646
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 講師派遣 

① ことばの先人講師（出前授業） 

No. 月 日 対象 内容 人数 

1 1 27 南小学校 ５年生  大槻文彦・大槻玄沢 55

2 1 28 赤荻小学校 ６年生  大槻文彦 50

合 計 105

② 講師派遣（各種団体） 

No. 月 日 事  業  名 人数 

１ 6 18 花泉町先人顕彰会講演 50

２ 11 2 老松市民センター先人顕彰事業 30

３ 11 8 岩手大学リカレント教育プログラム「地域の文化的基盤」 6

合計 86

 参考：学校等自由見学 

No. 月 日 事  業  名  等 人数 

１ 4 10 盛岡大学 113

２ 5 30 聖ウルスラ学院英智中学校 16

３ 7 10 千厩高校 6

４ 8 26 東北学院大学 8

５ 8 27 平泉町適応支援教室カラフル 3

６ 9 5 東北芸術工科大学 7

７ 9 18 室根小学校 ３年生 30

８ 10 24 多賀城市立東豊中学校 67

９ 11 12 磐井中学校 １年生 6

10 11 14 舞川小学校 ６年生 14

11 11 15 宮城県立 岩ケ崎高等学校 11

12 1 28 赤荻小学校 ３年生 36

合計 317
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 参考：講座・体験学習・その他の交流連携事業の合計

講座 体験学習 その他 合計 

375 614 1,387 2,859



令和８年度

事業の取り組み状況

一関市博物館

協議２
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令和８年度事業の取り組み状況      

※ 当初計画を記し、６月末日現在の情報を補記した。 

Ⅰ 展示活動 

１ 常設展示

常設展示室 

【目  的】 

 地域の歴史と文化を多様な資料により系統的に展示し、広く生涯学習の推進・

充実に寄与する。 

【内  容】 

 「一関のあゆみ」「舞草刀と刀剣」「玄沢と蘭学」「文彦と言海」「一関と和算」

の５テーマおよび昔の道具の展示。研究成果に基づき、随時展示替えを行う。 

 長沼守敬に関する展示 

明治時代から大正時代にかけて活躍した一関出身の彫刻家 長沼守敬を顕彰す

るための展示。エントランスホールにパネルを展示（通年）。 

２ 特別展

特別展「武家のみやび－初代一関藩主田村建顕と和歌－」 

【趣   旨】 

初代一関藩主田村建顕（1656-1678）は、能、絵画、書、和歌、箏、などの文芸にも

通じた、好学の藩主と後世に伝えられています。将軍徳川綱吉による文治政治のもと、

仙台藩という外様大名の分家大名でありながら奥詰となり譜代列に加えられ、演奏番

を長く勤めるという異例の出世を遂げています。これには、公家との交際によって育

まれた和歌に対する造詣や人脈が評価され、幕閣の中で存在感を高めていったことが

大きな要因であるとされています。元禄期の大名と公家社会との関わり、公家文化の

地方への移入とその広がりを和歌を中心に紹介します。 

令和６年度より実施している国文学研究資料館共同研究「一関藩田村家を中心とし

た近世前期公武文化圏に関する地域連携的研究」の成果によるものです。 
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【開催期間】９月19日（土）～11月23日（日） 

【開催日数】57日間 

【展示概要】 

(展示構成案) 

Ⅰ 初代一関藩主田村建顕        

Ⅱ 歌道の師・岡本宗好と同門の人々 

Ⅲ 公家とのつながり 

Ⅳ 霊元天皇の勅点を受く 

Ⅴ 建顕の作品 

Ⅵ 受け継がれた京との縁 

【関連行事】 

 一関藩田村家セミナー～和歌が結ぶ京・江戸・一関～ 

      報告①「初代一関藩主田村建顕の生涯」当館主任学芸員 

      報告②「建顕と和歌 －師、岡本宗好のことなど－」 

大谷俊太氏（京都女子大学教授） 

報告③「霊元天皇が見た建顕の和歌」 

大山和哉氏（同志社大学准教授） 

日時 : 10月11日（日） 13：30～16：00 

定員 : 100名 

 講座 和歌をよむ・かく・うたう―歌道事始め  

日時 : 11月１日（日） 13：30～15：00 

講師 : 御手洗靖大氏（宮城教育大学講師） 

        定員 : 100名 

 ギャラリートーク 

  ① 日時 : 10月10日（土） 14：00～14：45 

加藤弓枝氏（名古屋大学准教授） 

渡邉美紀氏（東京工業高等専門学校助教） 

  ② 日時 : 10月11日（日） 16：10～16：40 

大山和哉氏（同志社大学准教授） 

大谷俊太氏（京都女子大学教授） 

当館学芸員 

  ③ 日時 : 11月１日（日） 15：15～16：00 

日高愛子氏（熊本大学准教授） 

渡邉美紀氏（東京工業高等専門学校助教） 
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３ 企画展 

企画展１「Museum Bird－資料の中のとりとりどり－」 

【趣   旨】 

私たちの暮らしの中で鳥は、大変身近な動物です。多くの鳥は「空を飛ぶ」存在

であるため、神聖さや自由の象徴になりやすく、信仰対象や縁起のよい（あるいは

悪い）生き物として、特別に扱われてきました。例えば、ニワトリは、人が生きて

いくための食糧となりますが、朝を告げる鳥として、吉兆を司るという考えもあり

ます。当市で伝承されている鶏舞の装束にも、ニワトリが描かれています。また、

和歌や俳句では季語として鳥が多く使われますし、絵画や音楽などの芸術において

も、題材として表現されています。 

本展では、当館が収蔵する資料を中心に鳥が描かれたものや、かたどられたもの

を、考古・歴史・民俗・美術のジャンルを超えて紹介します。とりどりの資料をと

おして、多様な博物館資料の世界をお楽しみください。 

【開催期間】 ４月18日(土)～６月７日(日) 

【開催日数】 44日間 

【入館者数】 1,845人（41.9人／日） 

【展示概要】 展示点数 30件（53点） 

出土した鳥      コノハズク形土製品、貝鳥貝塚出土の鳥骨 

  装いの中の鳥     打掛 

  『江戸名所図会』の鳥 江戸名所図会 

  『環海異聞』の鳥   環海異聞 

  文字資料の中の鳥   伊達政宗の花押、大槻文彦和歌短冊（重要文化財） 

  描かれた鳥      鷹図、掛図「鳥類一覧」 

  矢          矢箱、矢立て、矢法抜書 

  カラス        起請文 

  民俗芸能の中の鳥   達古袋神楽「鶏舞」装束一式、演舞プロジェクター上映 

  ここにも鳥      菓子型、印籠 

※展示室では、順路を設定せず自由導線とする。 

【関連行事】 

 展示解説会 

日時および参加者（令和７年度分） 

４月18日（土）   13：30～14：10   13人 

５月３日（日・祝） 13：30～14：10   12人 
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５月４日（月・祝） 13：30～14：10   14人 

６月６日（土)    13：30～14：10   12人    計 51人 

解 説：当館学芸員 

 ワークショップ「土の絵の具であそぼう」  

     講師：菊池咲氏（画家）  

日時：５月16日（土） 10：00～12：00    14人 

５月17日（日） 10：00～12：00    16人   計 30人 

企画展２「熊野信仰と一関 ―海からやってきた神様－」

【趣   旨】 

   岩手県内には熊野三山のある本場・和歌山県の２倍以上にあたる200社を超える熊

野神社が鎮座しています。一関市にも10社以上の熊野の神を祀る神社が残されていま

す。特に、室根神社は当市を代表する熊野信仰の霊場として知られ、紀伊国（現和歌

山県）にいた熊野の神が海を渡り、唐桑半島の細浦（現気仙沼市）に着いたのち、室

根山に鎮座したとの由緒を持っています。

当地域は、内陸に位置しながらも、海から伝えられた神への信仰が今も残されてお

り、古くから海との密接なつながりがあったことが分かります。 

 本展示では、国の重要無形民俗文化財に指定されている「室根神社祭のマツリバ行

事」の開催にちなんで、熊野信仰の伝播という視点から、当地域の文化が海とのつな

がりの中でいかにして形成されたかをご紹介します。 

【開催期間】 ７月４日（土）～８月23（日） 

【開催日数】 44日間 

【展示概要】 

  第１章 熊野信仰の伝播と広がり  

第２章 室根山と熊野信仰  

第３章 身近な熊野 

 【関連行事】 

 講演会 

     ① 中世陸奥国における熊野信仰の広がり 

講師：七海雅人氏（東北学院大学文学部教授） 

        日時：７月19日（日） 13：30～15：00    

        定員：50名 

     ② 中世の室根－信仰・交通・領主権力－ 

講師：当館学芸員 
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        日時：８月16日（日） 13：30～15：00    

        定員：50名 

 展示解説会   

日時：７月19日（日） 15：10～16：00   

  ８月２日（日） 15：10～16：00 

８月16日（日） 15：10～16：00 

 館長講座 「海の道」と中世の神仏  

   講師：誉田慶信（当館館長）  

日時：８月２日（日） 13：30～15：00 

定員：50名 

    （4） 講座「絵画資料からみる熊野信仰」熊野信仰 

      講師：当館学芸員 

      日時：７月18日（土）10：30～12：00 

         ８月15日（土）10：30～12：00 

      定員：24名 

   （5） 現地見学会 

      講師：当館学芸員 

      日時：７月５日（日） 10：00～16：30 

      定員：20名 

      行先：補陀寺（気仙沼市）、南流神社、室根神社、室根山 

企画展３「佐藤紫煙と知られざる泰斗 滝和亭 ～日本画家二人の下絵～」 

【趣   旨】 

   一関出身の日本画家 佐藤紫煙（1873～1939年）と、紫煙の師である滝和亭（1830～

1901年）の下絵を紹介する。紫煙が和亭から受けた影響やふたりの筆遣いの違い、下

絵ならではののびやかな描写をご覧ください。完成作品とは異なる味わいをお楽しみ

ください。 

【開催期間】 １月23日（土）～３月22日（日） 

【開催日数】 51日間  

【展示概要】 当館所蔵の佐藤紫煙及び滝和亭関係資料 

【関連行事】 

 スペシャルギャラリートーク・対談＆実演 

      ～令和の日本画家はどう見る？ふたりの下絵～  

   講師：日野沙耶氏（日本画家）、当館学芸員  

日時：３月７日（日） 13：30～15：00  
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定員：15名 

 ギャラリートーク 

日時：１月24日（日）  13：30～14：10 

       ２月20日（日） 13：30～14：10 

   ３月21日（日） 13：30～14：10 

Ⅱ 教育普及（交流連携）活動 

１ 講座 

 館長講座（一部再掲）

【目  的】

当地域に関わる館長の研究の一端をわかりやすく紹介する。 

【内 容 等】 

① 「仏教都市平泉と磐井郡の仏」 

      日時：６月21日（日） 13：30～15：00  参加者 35人 

② 「『海の道』と中世の神仏」 

        日時：８月２日（日）13：30～15：00 

③ 「中尊寺供養願文を読む」 

日時：11月15日（日） 13：30～15：00 

④ 「松川の阿弥陀迎接像と楽の世界」 

日時：３月28日（日） 13：30～15：00 

【対象・定員】 各回一般50人 

 超初心者のための絵の見方

【目  的】

   美術に関心はあっても「知識がないから楽しめないような気がする」「美術館や

博物館に行きたいが気後れする」という鑑賞初心者に、作品鑑賞の楽しさを伝える。 

【内 容 等】 

    学芸員と一緒に館蔵作品を見て楽しむ。 

     講師：当館学芸員 

     日時および参加者数  日本画編 ２月20日（土）10：30～11：30  

                洋画編  ３月20日（土）10：30～11：30  
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  【対象・定員】 各回一般10名程度 

 古文書初心者講座（連続講座） 

【目  的】 

はじめて古文書を学ぶ人を対象に、江戸時代の古文書を教材としてくずし字や古

文書の基礎知識を学ぶ講座。 

  【内 容 等】 

日時：５月30日・６月13日・６月27日（いずれも土曜日）13：30～15：00 

講師：当館学芸員 

【参加者】 延べ59人 

 古文書講座（連続講座） 

【目  的】 

当館所蔵の古文書を解読して、江戸時代の古文書の解読の仕方や、そこからわかる

歴史について学び、身近な史料や歴史について、関心を高める。 

【内 容 等】 

日時：９月20日・10月４日・10月18日（いずれも日曜日）13：30～15：00 

講師：当館学芸員 

【対象・定員】 一般24人 

 和算講座 入門編 

【目  的】 

江戸時代に発達した日本独自の数学「和算」について、その歴史や特徴、初歩的な

知識を解説。岩手県和算研究会と共催。 

【講座内容】 

① 「単位の話」 

日時：7月 25日（土） 13：30～15：00 

講師：当館学芸員 

② 「和算の解き方『點竄術』で小中学生程度の問題を解く」 

日時：８月８日（土） 13：30～15：00  

講師：千葉秀昭氏（岩手県和算研究会） 

③ 「和算課と和歌・俳句」 

日時：８月22日（土） 13：30～15：00  

講師： 菅原 通氏（岩手県和算研究会会長） 

【対象・定員】 各回一般24人 
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 和算講座 研究編（連続講座） 

【目  的】 

一関出身の和算家千葉胤秀が編集した『算法新書』を通して和算を学ぶ講座。岩手

県和算研究会と共催。 

 【内 容 等】 

日時：５月30日、６月27日、７月25日、８月22日、９月19日、10月17日、11月14日 

（いずれも土曜日）10：30～12：00  

講師：岩手県和算研究会 

【対象・定員】 一般24人 

 紙の文化史 入門編（連続講座） 

【目  的】 

和紙や洋紙など身のまわりにある紙について、科学的な特徴や歴史を解説する。 

 【内 容 等】 

   日時：６月６日、６月13日（いずれも土曜日）10：30～12：00 

   講師：当館学芸員  

【参加者】 延べ11人 

 山口和の道中日記を読む－東北編－（連続講座） 

【目  的】 

千葉胤秀と親交をもった遊歴和算家山口和。山口和の道中日記から東北を旅した記

録を読む。 

 【内 容 等】 

日時：９月19日、10月17日、11月14日（いずれも土曜日）13：30～15：00  

講師：当館学芸員 

【対象・定員】 一般24人 

 絵画資料からみる熊野信仰（連続講座）

【目  的】 

絵画資料から熊野信仰について知る講座。 

 【内 容 等】 

日時：７月18日、８月15日（いずれも土曜日）10：30～12：00  

講師：当館学芸員 

【対象・定員】 一般24人 
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 重要文化財「大槻家関係資料」研究報告会 「大槻玄沢と本草・博物」 

【目  的】 

国の重要文化財に指定された当館所蔵「大槻家関係資料」並びに学問の家大槻家に

関する最新の研究成果を報告する。 

８年度は、「大槻玄沢と本草・博物」をテーマとする。 

【内 容 等】 

日時：11月３日（火・文化の日）13：00～16：30  

  講演：「大槻玄沢と本草学」 

  講師：平野恵氏(台東区立中央御図書館専門員・洋学史学会会長) 

  研究報告 

    ① 「タバコとエブリコ－薬への関心－」  菊池勇夫氏（前当館館長） 

    ② 「チューリップをめぐって」      当館学芸員 

  【対象・定員】 一般100人 

２ 体験学習 

 はくぶつかんこどもくらぶ 

   当館の展示テーマにちなむ体験学習。 

【目  的】 

気軽に楽しめる体験やパズル、簡単な工作を通して、歴史や当館の展示に親しむ。 

【内 容 等】 

① こどもくらぶスペシャル 

日時：５月３日（日・祝）・５月４日（月・祝）、５月５日（火・祝） 

10：00～15：00 随時受付 

参加延人数：126人 

② 『舎密開宗』と江戸時代のサイエンス－オリジナル石けんを作ろう－ 

日時：７月26日（日）10：30～12：00  

定員：各回10人程度 

 博物館でアートを楽しむ「墨で描こう、春の花」 

 【目  的】 

市民に対し多様な美術体験の機会を提供し博物館に親しんでもらう。市内の美術団

体との交流を図り、協力関係を築く。 
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 【内 容 等】 

いわい美術振興協会会員を講師として迎え、美術を楽しむ活動を展開。 

いわい美術振興協会との共催。 

講師：いわい美術振興協会 

  日時および参加者：２月21日（日） 

          午前の部 ９：00～12：00  

          午後の部 13：00～16：00  

【対象・定員】 

  定員：各回15名 

対象：小学３年生以上 

 第25回 和算に挑戦 

【目  的】 

和算の問題を解くことで和算について理解を深めてもらう。 

【内 容 等】 

算額や和算書の中から初級、中級、上級の３段階で問題を提示し、解法を募る。 

実際に問題を解くことにより、和算のレベルを体感するとともに、難問に挑戦した

和算家の心情を追体験してもらう。岩手県和算研究会と共催。 

日時：12月１日（火）から１月20日（日）まで解答を募集。 

表彰式：３月14日（日）13:30～15:00 

【対象・定員】 特に限定しない 

３ その他の教育普及（交流連携）活動

 古文書整理ボランティア 

 ことばの先人授業 

 地域との連携事業 

 博物館実習 

    ６月３日(水)～６月10日(水) ３人を受け入れ 
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Ⅲ 資料収集・保存・貸与・管理等 

 資料の受け入れ(寄贈・寄託)

 資料の修復 

・ 刀剣等の修復 

・ 絵画等の修復 

・ 古文書等の修復 

 他館の展示への資料の貸し出し

・巡回展「世界遺産 縄文」 令和７年６月～令和８年３月 

     会  場：東北歴史博物館、京都文化博物館、群馬県立歴史博物館 

     貸出資料：動物型土製品（コノハズク） １点 

          骨角製品（ヘアピン）    １点 ※文化財課所管、当館保管 

          動物型骨角製品（カエル）  １点 ※文化財課所管、当館保管 

   ・岩手県立博物館企画展「すこやかであるために―円環する生・老・病・死―」 

       令和８年６月20日～８月16日 

       『重訂解体新書銅版全図』ほか    計12点 

 環境調査

   年度中２回実施予定 

 施設燻蒸

 12月頃に実施予定
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Ⅳ 調査研究活動 

 テーマ 

調査研究テーマ 個別研究名称 

地域の歴史研究 一関市を中心とする地域の歴史・文化に関する研究 

舞草刀・奥州刀の研究 舞草刀・奥州刀の基礎的研究 

大槻玄沢と蘭学の研究 在村蘭学者の資料研究 

大槻文彦と言海の研究 幕末明治期における大槻家 

一関と和算の研究 一関地方の和算関係資料の調査 

地域の美術工芸の研究 一関ゆかりの作家たち 

博物館研究 博物館における展示および教育普及活動等の研究 

 一関市博物館研究報告（研究紀要）の発行

第30号の発刊 Ａ４判 

 骨寺村荘園遺跡村落調査研究

骨寺村荘園遺跡を核とした伝統的な村落の姿を多角的な視点から調査研究し、成果を蓄積

する。  

    骨寺村荘園遺跡村落調査研究報告会  

日 時：２月中旬、全１回 

報告者：村落調査研究事業調査研究協力者 

定 員：50人 

 古文書等資料調査

古文書未整理資料の整理、目録のデータベース化。 

美術資料の写真撮影、整理、調査カードの作成、データベース化、作家およびその周   

  辺の文献調査等。 

 共同研究 

   国文学研究資料館共同研究（令和６～８年度） 

    テーマ「一関田村家を中心とした近世前期公武文化圏に関する地域連携的研究」 
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Ⅴ 大槻家資料保存活用事業 

令和５年に重要文化財に指定された大槻家関係資料について、修復、研究、公開を

計画的に実施するもの。 

    文化庁の補助金を受けて、重要文化財２点の修復を予定。 

    研究報告会「大槻玄沢と本草・博物」の開催。（再掲） 

日時：11月３日（火・文化の日）13：00～16：30  

   講演：「大槻玄沢と本草学」 

   講師：平野恵氏(台東区立中央図書館専門員・洋学史学会会長) 

   研究報告 

     ① 「タバコとエブリコ」     菊池勇夫氏（前当館館長） 

     ② 「チューリップをめぐって」  当館学芸員 

     定員：一般100人 

Ⅵ 広報活動

・ 年間行事案内の公開・配布 

・ 市広報「博物館だより」コーナーによる情報の発信 

・ 一関市博物館ホームページの随時更新による最新情報の提供 

・ 一関市ホームページ「イベントカレンダー」による情報の提供 

・ 各報道機関へのプレスリリース等 

・ 図書館のモニターやデジタルサイネージを利用した情報発信 

・ 市公式Facebookによる情報発信 

・ 各種情報誌への掲載 

Ⅶ その他

 ・ スマートフォン、タブレット等の展示解説アプリケーションを利用した展示ガイド 

 ・ 設備改修等に伴う臨時休館（11月24日～12月28日を予定） 

 ・ 社会体験（６月30日～７月３日） 中学生２名を受け入れ 














